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全国学力・学習状況調査　　　　の結果を踏まえた

　平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】の結果を取りまとめた「報告書」に

おいて，調査結果を踏まえて授業を改善する際の参考となるよう，授業のアイディアを

幾つか例示しています。

　本パンフレットは，これらの「授業アイディア例」の一部について，校内研修や授業

計画などの資料として活用できるよう，別冊子としたものです。

　本調査において見られた課題は，調査の対象学年のみならず，各学年を通じた系統的・

継続的な指導によって改善していくことが大切です。是非とも本パンフレットを各研修

会や学校全体で活用していただきたいと考えています。

　平成24年度全国学力・学習状況調査の「報告書」には，ここに掲載した以外の

課題についての授業アイディア例や，各設問に関する学習指導に当たっての留意

点なども掲載しております。4月に配布した解説資料と併せて，授業改善などに

御活用ください。

　また，平成21年度以降の授業アイディア例も御活用ください。

 （これらの資料は，国立教育政策研究所ホームページの下記ページに掲載してい

ます。）

平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】報告書
http://www.nier.go.jp/12chousakekkahoukoku/index.htm

平成24年度全国学力・学習状況調査 解説資料
http://www.nier.go.jp/12chousa/12kaisetu.htm

全国学力・学習状況調査の調査問題を踏まえた授業アイディア例
http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm
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平成24年度調査から明らかになったこと

全体的な
状況

◆　具体的な言語活動の中で， 基礎的・基本的な知識・技能を適切に使うことに課題がある。
　
◆　表現した内容を客観的に見直して，  よりよくすることに課題がある。

全体的な
状況

◆　観察・実験などにおいて， 定量的な取り扱いをすることに課題がある。

◆　日常生活や社会の特定の場面において， 理科に関する基礎的・基本的な知識や技能を活用することに
　課題がある。

◆　基礎的・基本的な知識や技能を活用して， 観察・実験の結果などを分析し解釈することに課題がある。

◆　基礎的・基本的な知識や技能を活用して， 仮説を検証するための観察・実験を計画することに課題が
　ある。

◆　基礎的・基本的な知識を活用して， 根拠を基に， 他者の計画や考察を検討し改善することに課題があ
　る。

◇　自分の話を聞き手に理解してもらえるように資料を用いて話すこと， 聞き手や場面を
　意識して適切な語句を選択して話すことは， 相当数の生徒ができている。
　
◇　話の展開に注意して聞くことは， 相当数の生徒ができている。             

書くこと
◇　伝えたい事柄を明確にして書くこと， 必要な情報が相手に伝わるように説明すること
　は， 相当数の生徒ができている。
　
◆　相手の発言を注意して聞き， 自分の考えを具体的に書くことに課題がある。

読むこと

◇　比喩を手掛かりにしながら文脈をたどり内容を理解すること， 歴史的仮名遣いを現代
　仮名遣いに直して読むことは， 相当数の生徒ができている。

◇　文脈の中における語句の意味を捉えることは， 相当数の生徒ができている。

◆　比喩という言葉と結び付けて表現の仕方を理解すること， 目的に応じて必要な情報を
　読み取ることに課題がある。

◆　物語の場面の展開や表現の特徴を捉えることに課題がある。

◆　物語の内容や登場人物の言動の意味などを捉え， 自分の考えを書くことに課題がある。

関数

◆　具体的な事象における２つの数量の関係には， 一次関数として捉えられるものがあ
　ることの理解に課題がある。

◆　正多角形の頂点の数と１つの外角の大きさの関係を数学的に解釈し， その関係が成
　り立つ理由を説明することに課題がある。

第１分野
（物理的領域）

◇　実験結果の考察と「新聞に書かれていたＬＥＤ電球の省エネの効果」を関連付けて
　いる場面において， 電力に関する知識を活用して， ＬＥＤ電球の省エネの効果を考え
　ることは， 相当数の生徒ができている。

◆　抵抗の直列つなぎ， 並列つなぎなどに関する知識を活用して， 他者の実験方法を検
　討し改善して， 正しい実験方法を説明することに課題がある。

◆　電力量の理解に課題がある。

第１分野
（化学的領域）

◆　「いくらでも食塩水を濃くできるわけではない」という他者からの指摘を分析し解釈し
　て， 他者の考えの根拠を説明することに課題がある。

◆　「水槽の中の液体が， 食塩水の１層なのか， 上層が水， 下層が食塩水の２層なのか」
　ということを検証する実験を計画することに課題がある。

第２分野
（生物的領域）

◆　両生類であるカエルの呼吸の仕方と生活場所の理解と， これらに関する知識を動物
　の飼育をするという日常生活の場面において活用することに課題がある。

◆　「チューリップの花が開く温度を明らかにする」という実験の目的に合わせて， 予想を
　基に観察・実験の条件を考え， 観察・実験を計画することに課題がある。

第２分野
（地学的領域）

◇　「地層の連続性や成因を調べるために， 断層の有無や地層に含まれている粒に着目
　する」という地層観察の技能に関する知識については， 相当数の生徒ができている。

◆　観察地における地層の広がり方について， 観察地の図と観察結果から分析して解釈
　し， 空間を認識し， 地層の傾きの方向を指摘することに課題がある。

◆　過去の火山活動が活発だった時期の回数についての他者の考察を検討する場面に
　おいて， 地層のつながりについて認識することと， 他者の考えを検討し改善することに
　課題がある。

資料の活用

◆　起こり得る場合を樹形図などを利用して整理し， 正しく数え上げ， 確率を求めることに
　課題がある。

◆　資料の傾向を的確に捉え， 判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題
　がある。

◇･･･相当数の生徒ができている点　　◆･･･課題のある点　　〔　〕内の記号は，  問題冊子と問題番号
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国語

全体的な
状況

◆　数学的に表現したり， 数学的に表現された事柄を読み取ったりすることに課題がある。

◆　扇形の面積や多角形の内角の和， 正多角形の外角の性質など， 図形の内容を関数の視点から動的な
　関係として捉えることに課題がある。

数と式

◇　簡単な連立二元一次方程式を解くことについては， 相当数の生徒ができている。

◆　方程式を活用した問題解決において， 解の適否を調べる方法について理解すること
　に課題がある。

◆　数学的な結果を事象に即して解釈することを通して， 成り立つ事柄を判断し， その理
　由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。

図形

◇　対称移動した図形をかくことについては， 相当数の生徒ができている。

◆　同位角が等しければ２直線は平行であることを理解することに課題がある。

◆　問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。

言語事項

◇　間の取り方に注意して話すことは，  相当数の生徒ができている。

◆　話し言葉と書き言葉との違いを理解し，  適切に使うことに課題がある。

◆　文脈に即して漢字を正しく書くこと及び読むこと， 語句の意味を理解し文脈の中で適
　切に使うことについては， 一部に課題がある。
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●　応援合戦の〔説明メモ〕を使って，実際に声に出して説明する。

������

���������

��������

���

�����

������

���������������

�������������������������������
��������������������������������������������������

���������������

������������������������������������������ �������������

�

●　小グループ内で順番に説明し合う （録音する） 。�

●　録音したものを聞きながら，次の観点で相互評価する。�

●　各グループの代表者の説明を学級に紹介し，よい点や改善点を確認する。�

◎   応援合戦の道具
　・　ペットボトル（500mL，一人２本まで）◯
　・　うちわ　◯
　・　軍手　◯
　・　音楽　×
　・　クラッカー　×
◎   練習について
　・　練習場所……体育委員が指示
　・　練習時間……16:30まで（片付け含む）
　　　　　　　      →応援団長は担任に報告
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※本パンフレットにおける正答率は，抽出調査のため推計値であり，
　誤差±0.2％程度の精度となっています。( )
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●　美術館の注意書きについて，〔資料１〕と〔資料２〕とを比較する。

●　〔資料２〕のＢのマークに補足する説明を考える。
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●　応援合戦の〔説明メモ〕を使って，実際に声に出して説明する。
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●　小グループ内で順番に説明し合う （録音する） 。�

●　録音したものを聞きながら，次の観点で相互評価する。�

●　各グループの代表者の説明を学級に紹介し，よい点や改善点を確認する。�
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　・　うちわ　◯
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◎   練習について
　・　練習場所……体育委員が指示
　・　練習時間……16:30まで（片付け含む）
　　　　　　　      →応援団長は担任に報告
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「美しい日本語とは」を読む前に
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●　「美しい日本語とは」をテーマにした対談を読む前に，そこで取り上げられている話題に対する
　自分の考えとその具体例などを記入する。
�

●  第１時で記入したワークシートや第２時で実際に発言した内容を基に，「現代の日本語は乱れて
   いるか」というテーマでグループごとに座談会を行う。
�

●　終了後，それぞれの立場から意見を述べ合う。�

●　対談を読んで自分の考えと比較し，自分の考えに近い発言とそうでない発言とに色分けして本
　文中に傍線を引く。
�

●　対談の途中に入ったつもりで，対談の発言の内容に対する自分の考えを述べる。�
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●　「美しい日本語とは」をテーマにした対談を読む前に，そこで取り上げられている話題に対する
　自分の考えとその具体例などを記入する。
�

●  第１時で記入したワークシートや第２時で実際に発言した内容を基に，「現代の日本語は乱れて
   いるか」というテーマでグループごとに座談会を行う。
�

●　終了後，それぞれの立場から意見を述べ合う。�

●　対談を読んで自分の考えと比較し，自分の考えに近い発言とそうでない発言とに色分けして本
　文中に傍線を引く。
�

●　対談の途中に入ったつもりで，対談の発言の内容に対する自分の考えを述べる。�
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●　朗読ＣＤを聞き，朗読の仕方の工夫について確認する。�

●　「走れメロス」 を通読し，場面の展開や内容を大まかに捉える。 �
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●　二人一組で，選んだ場面の朗読を聞き合い，朗読の仕方の工夫とその理由を交流する。
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●　朗読したい場面を一つ選び，表現の特徴や登場人物の心情や行動などを捉えて，どのように
　朗読するのかを考える。その際，朗読の仕方の工夫（○）とその理由（▼）を付箋紙に記入し，
　教科書の該当箇所に貼る。
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●　各場面から選ばれた代表者で全編を朗読し，気付いたことを述べ合う。�

（「メロスとフィロストラトスとの会話」の場面を朗読する。）
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� ○　

小
さ
く
低
い
声
で
、
一
言
一
言
を

　

区
切
っ
て
ゆ
っ
く
り
読
む
。

▼　

老
爺
は
、
で
き
る
だ
け
他
の
人
に

　

聞
か
れ
な
い
よ
う
に
周
囲
の
様
子
を

　

う
か
が
い
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
思

　

う
か
ら
。

○　

気
持
ち
を
込
め
て
読
む
。

▼　

王
様
が
本
当
に
そ
の
よ
う
な
ひ
ど  

　

い
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
信

　

じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
と
、
現
実
を
受

　

け
止
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
表
れ

　

て
い
る
会
話
の
場
面
だ
か
ら
。

　

「
何
年
に
も
」
の
と
こ
ろ

を
強
く
、「
し
め
た
。
し
め

た
。
」
は
小
さ
く
高
い
声
で

読
ん
で
い
る
。
犍
陀
多
が
心

の
底
か
ら
喜
ん
で
い
る
よ
う

な
感
じ
が
す
る
。

　

低
い
声
で
だ
ん
だ
ん
速

く
読
ん
で
い
る
。
大
変
な
状

況
に
気
が
付
い
た
犍
陀
多

の
焦
っ
て
い
る
気
持
ち
が
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
。
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●　二人一組で，選んだ場面の朗読を聞き合い，朗読の仕方の工夫とその理由を交流する。
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●　朗読したい場面を一つ選び，表現の特徴や登場人物の心情や行動などを捉えて，どのように
　朗読するのかを考える。その際，朗読の仕方の工夫（○）とその理由（▼）を付箋紙に記入し，
　教科書の該当箇所に貼る。

�

���

��������������������

��������������������������
����������

�

�

●　各場面から選ばれた代表者で全編を朗読し，気付いたことを述べ合う。�

（「メロスとフィロストラトスとの会話」の場面を朗読する。）
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読
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老
爺
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、
で
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け
他
の
人
に

　

聞
か
れ
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気
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を
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読
む
。
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の
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う
な
ひ
ど  

　

い
こ
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る
の
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と
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じ
ら
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現
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け
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の
場
面
だ
か
ら
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「
何
年
に
も
」
の
と
こ
ろ

を
強
く
、「
し
め
た
。
し
め

た
。
」
は
小
さ
く
高
い
声
で

読
ん
で
い
る
。
犍
陀
多
が
心

の
底
か
ら
喜
ん
で
い
る
よ
う

な
感
じ
が
す
る
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低
い
声
で
だ
ん
だ
ん
速

く
読
ん
で
い
る
。
大
変
な
状

況
に
気
が
付
い
た
犍
陀
多

の
焦
っ
て
い
る
気
持
ち
が
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
。
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直角二等辺三角形の
三角定規

糸を付ける

おもりを
付ける

ストローを
付ける

木の高さの求め方

手順

　 木の一番高い位置を�，根元を�とする。
地面と平行な直線に対して�が４５°の
方向に見える位置に移動する。

２  そのときの目の位置を�，足元を�
とし，��，��の長さを測る。

３  ��の長さと��の
長さをたすと，高さ
��が求まる。

ポイント
◎点�を通り��と平行な直線と��の交点を�とする。
��の長さは直接測れないので，��を��と��に分け，
それぞれの長さを他の長さに置き換えて測っている。

◎木と人は地面に対して垂直に立っていると考えると，
��⊥��，��⊥��，∠���＝９０°となる。
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直角二等辺三角形の
三角定規

糸を付ける

おもりを
付ける

ストローを
付ける

木の高さの求め方

手順

　 木の一番高い位置を�，根元を�とする。
地面と平行な直線に対して�が４５°の
方向に見える位置に移動する。

２  そのときの目の位置を�，足元を�
とし，��，��の長さを測る。

３  ��の長さと��の
長さをたすと，高さ
��が求まる。

ポイント
◎点�を通り��と平行な直線と��の交点を�とする。
��の長さは直接測れないので，��を��と��に分け，
それぞれの長さを他の長さに置き換えて測っている。

◎木と人は地面に対して垂直に立っていると考えると，
��⊥��，��⊥��，∠���＝９０°となる。
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正多角形の外角の大きさはどれも
等しいから，正五角形の１つの外角
の大きさは，外角の和３６０°を頂点
の数５でわって求められます。

３６０°÷５＝７２°
だから，正五角形の１つの外角の

大きさは７２°です。
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１．温度が０℃と60℃のときに，だ液の働きがあるかないかを確認する。

�����

２．実験結果から，だ液がよく働く温度を予想して追実験を計画する。

３．追実験の計画を発表する。
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１．実験１， ２を１つの回路にまとめて測定する方法を考える。
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２．抵抗を直列や並列につないだ場合の， 電圧と電流の関係を調べる。

３．実験１ ， ２ を１つの回路にまとめて測定してみる。
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１．実験１， ２を１つの回路にまとめて測定する方法を考える。
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２．地層観察Ⅰ：地層を観察し，断層やしゅう曲の有無，地層の広がりと傾きの方向を調べる。
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1. 2. 地層観察Ⅰ 3.地層観察Ⅱ 4.転石の観察
５.地層のつながり

【露頭の概観】

露頭から離れて観察

・ 断層やしゅう曲に着

　目して地層のつな

　がりを観察

・ 過去にどのような力

　が働いたかを分析・

　解釈

・ 地層の傾きなどを

　分析・解釈

【堆積環境の検討】

地層に近づいて観察

・ 地層の厚さや堆積

　の様子を観察

・ 粒の大きさや形を

　観察

・ 地層の堆積環境の

　考察（検討・改善）

【空間の認識】

複数の地層を比較

・ 河原の石(転石)の

　観察

・ 複数の露頭におけ

　る柱状図を作成

・ 柱状図を比較して

　地層を空間的に

　把握
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【火山灰の観察】

室内での観察･考察

（第１時）
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【空間の認識】

（第2時）

室内での作図･考察

断層
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２．地層観察Ⅰ：地層を観察し，断層やしゅう曲の有無，地層の広がりと傾きの方向を調べる。
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５.地層のつながり

【露頭の概観】

露頭から離れて観察

・ 断層やしゅう曲に着

　目して地層のつな
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・ 過去にどのような力

　が働いたかを分析・

　解釈

・ 地層の傾きなどを

　分析・解釈

【堆積環境の検討】

地層に近づいて観察
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【空間の認識】

複数の地層を比較

・ 河原の石(転石)の

　観察

・ 複数の露頭におけ

　る柱状図を作成

・ 柱状図を比較して

　地層を空間的に

　把握
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１．飽和食塩水の質量パーセント濃度を予想する。

２．実験結果を基に，質量パーセント濃度を計算する。
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３．予想と計算結果を比較する。

４．身近な飲み物に質量パーセント濃度を利用する。
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１．飽和食塩水の質量パーセント濃度を予想する。

２．実験結果を基に，質量パーセント濃度を計算する。
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３．予想と計算結果を比較する。

４．身近な飲み物に質量パーセント濃度を利用する。
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国立教育政策研究所教育課程研究センター
平成２４年9月

全国学力・学習状況調査　　　　の結果を踏まえた

　平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】の結果を取りまとめた「報告書」に

おいて，調査結果を踏まえて授業を改善する際の参考となるよう，授業のアイディアを

幾つか例示しています。

　本パンフレットは，これらの「授業アイディア例」の一部について，校内研修や授業

計画などの資料として活用できるよう，別冊子としたものです。

　本調査において見られた課題は，調査の対象学年のみならず，各学年を通じた系統的・

継続的な指導によって改善していくことが大切です。是非とも本パンフレットを各研修

会や学校全体で活用していただきたいと考えています。

　平成24年度全国学力・学習状況調査の「報告書」には，ここに掲載した以外の

課題についての授業アイディア例や，各設問に関する学習指導に当たっての留意

点なども掲載しております。4月に配布した解説資料と併せて，授業改善などに

御活用ください。

　また，平成21年度以降の授業アイディア例も御活用ください。

 （これらの資料は，国立教育政策研究所ホームページの下記ページに掲載してい

ます。）

平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】報告書
http://www.nier.go.jp/12chousakekkahoukoku/index.htm

平成24年度全国学力・学習状況調査 解説資料
http://www.nier.go.jp/12chousa/12kaisetu.htm

全国学力・学習状況調査の調査問題を踏まえた授業アイディア例
http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm

平成

２４
年度

中学校


